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【はじめに】当院は平成 18 年 12 月に献腎推進プロジェクトを発足
してから、平成 20 年度に 3 例の脳死下臓器提供を実施した。平成






























幸 1）、小林　久人 1）、山岸　瑞希 1）、林　憲文 1）、
　渡邊　望 1）、三好　満 1）、河野　眞範 1）、片野　健一 1）、









間の研修の後、2013 年 11 月当院１例目の生体腎移植術を施行した。
症例は糖尿病性腎症による末期腎不全にて夫婦間生体腎移植を希望
























たアンケート調査　2013 年 6 月 12 日～ 6 月 21 日























当病棟では年間約 100 例 ( 献腎移植を含む ) 腎移植が行われている。








期間：平成 23 年 8 月～ 9 月　




【結果】生体腎移植ドナー男性：23 名 (26%)、女性：64 名 (74%) の
計 87 名。年齢層は、60 歳代が 40 名 (46%) と一番多かった。腎提
供前後で生活習慣に対する気持ちが変化したと回答したドナーは
47 名 (54%) であった。
【考察】本研究から特に食習慣での変化が多く見られ、食生活に対
する意識が高いことがわかった。腎提供が、ドナー自身の生活習慣
改善への大きなきっかけになっていると思われる。
